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平 成 ２８ 年 度

宮城県森林審議会第２回森林保全部会

会 議 録

日時：平成２９年２月８日（水）

午前１０時から午後４時まで

場所：宮城県行政庁舎１３階 環境生活部会議室
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平成２８年度 宮城県森林審議会第２回森林保全部会 議事録

日時 平成２９年２月８日（水）

場所 宮城県行政庁舎１３階 環境生活部会議室

司会 ただ今から，平成２８年度宮城県森林審議会・第２回森林保全部会を開催いたし

ます。

始めに本日御出席いただいております委員の皆様をご紹介申し上げます。

森林保全部会長の川村正司様 宮城県森林組合連合会代表理事会長の齋藤司様 Ｎ

ＰＯ法人宮城県森林インストラクター協会広報部会報委員長進藤恵美様 東北工業

大学工学部環境エネルギー学科教授丸尾容子様 ＮＰＯ法人水・環境ネット東北理

事谷田貝泰子様。以上部会委員は５名でございます。

次に主な事務局職員を紹介いたします。

宮城県環境生活部参事兼自然保護課課長米谷邦明でござます。自然保護課副参事

兼課長補佐渡邉俊哉でございます。自然保護課みどり保全班長佐藤大輔 でござい

ます。私は自然保護課技術副参事の相澤でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。

次に皆様のお手元にお配りしております資料について確認させていただきます。

右片上に資料１と書いてあるものを１枚めくっていただきますと，ページ右下にペ

ージがふられております。全部で６６ページございます。

なお，不足している資料等ありましたら，審議途中でも構いませんので，事務局

までお申し出下さい。よろしいでしょうか。

本日の日程ですが，本日は審議事項として，いずれも太陽光発電所の建設を目的

とする林地開発許可事案，３件を予定しております。

午前中に審議事項（１）の大崎市と大郷町にまたがる区域で計画されております

事案について御審議いただき，一旦休憩をはさみまして午後から，審議事項（２）

と（３）の，いずれも気仙沼市で計画されている事案について御審議いただく予定

としております。審議時間が長時間にわたりますが，よろしくお願いいたします。

議事に入ります前に定足数について御報告いたします。森林保全部会の委員定数

は５名で本日は全委員の出席をいただいておりますので、出席者数は定数の過半数

を満たし宮城県森林審議会規程第８条第５項の規定により，本日の部会は有効に成

立していることを御報告申し上げます。

続きまして，本日の部会の公開・非公開について御報告いたします。本部会は宮

城県情報公開条例第１９条及び宮城県森林審議会規程第９条の規定により，一部の

審議事項を除いて，原則公開することとされております。

よって，本日の部会は，原則公開により行われますが，委員による審議について

は非公開とさせていただきます。

このため，事務局による審議事項説明が終わりましたら，一旦，傍聴者の皆様に

は退室いただき，審議終了後に再度入室していただくこととなりますので，予め御
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承知願います。

報道関係者の審議内容に関する取材につきましては，部会終了後に職員が対応さ

せていただきますので御理解をお願いします。

傍聴者の皆様には，手元に配布しております傍聴要領に従って，傍聴していただ

くようお願いいたします。

また，会場内の撮影・録音につきましては，冒頭のみとさせていただき、議事が

始まりましたら，撮影・録音はご遠慮ください。

それでは本日の審議事項の諮問について御報告をさせていただきます。

審議事項（１）「ES NPV ２ 合同会社が行う太陽光発電所の建設」に係る林地

開発について，宮城県知事から平成２９年１月３１日付けで，宮城県森林審議会長

へ諮問いたしております。本件については，宮城県森林審議会規程第８条第２項第

１号の規定により，森林保全部会において審議する事項となっておりますので，本

日の当部会でのご審議をお願いいたします。

それでは議事に移ります。

議長につきましては宮城県森林審議会規程第８条第５項において準用する第４条

の規定により，部会長が行うこととなっておりますので，以後の議事進行につきま

しては，川村部会長にお願いいたします。どうぞよろしくお願いします。

議長 皆さんおはようございます。森林保全部会の開催は，前回９月に開催いたしまし

（部会長） て，今年度２回目となります。

御承知のとおりは，１０ヘクタールを超える林地開発については，当部会に諮問

されることになっており，許可にあたっては，森林が持つ公益的機能のうち，「災

害の防止」，「水害の防止」，「水の確保」及び「環境の保全」の４つの機能が大き

く損なわれないものかどうかという点が基準となっております。

委員の皆様には，そうした観点で，幅広い見地から御意見をいただければと思い

ますので，よろしくお願いいたします。

それでは暫時の間，議長を務めさせていただきますので，円滑な議事の進行につ

いて御協力をお願いいたします。

審議に入ります前に，議事録署名委員を指名させて頂きます。署名委員には，齋

藤委員と丸尾委員にお願いしたいと存じますがよろしいでしょうか。

（了解を確認）

それでは，審議事項（１）「ES NPV ２合同会社が行う太陽光発電所の建設」に
係る林地開発について審議を行います。

はじめに，事務局の方から説明をお願いします。

事務局 自然保護課長の米谷でございます。

私から，今回の諮問の内容について御説明します。
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審議事項（１）ES NPV ２合同会社が行う太陽光発電所の建設の資料１を御覧
ください。

表紙をめくっていただきまして資料１－１が諮問文書となっております。諮問案

件は ES NPV２合同会社が行う太陽光発電所の建設となっております。
１開発行為者は ES NPV ２合同会社で，２開発行為に係る森林の所在場所は大

崎市三本木桑折字芦の口及び黒川郡大郷町大松沢字上泥畑西沢地内となっておりま

す。３開発行為の目的は太陽光発電所の建設です。４開発行為の面積は，４１．５

３８６ヘクタールで，開発行為をしようとする森林面積は６３．９８５５ヘクター

ルとなっております。また諮問文書には記載されておりませんが，森林以外の区域

も含め事業区域全体の面積は６９．１３１８ヘクタールとなっております。５開発

行為の期間につきましては，許可の日から２年間としております。以上のとおり，

平成２９年１月３１日付けで宮城県知事から宮城県森林審議会会長へ諮問されてお

ります。

申請内容及び審査結果の詳細については，担当班長から説明させます。よろしく

お願いいたします。

自然保全課みどり保全班の佐藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

資料１－２とパワーポイントを使って御説明させていただきます。

資料の２ページは申請書写しとなっております。申請者は，ES NPV ２合同会
社でございます。代表社員は一般社団法人 ES NPV ２ Holding で申請者住所は東
京都港区虎ノ門です。許可面積にあたります，開発行為に係る森林面積は４１．５

３８６ヘクタール，当審議会への諮問に該当する１０ヘクタールを超える面積とな

っております。資料は，３ページを御覧ください。ES NPV ２合同会社は，当事
業地で太陽光発電を行う為に設立された特定目的会社となっており，平成２５年１

２月２４日に資本金１０円で設立されております。親会社は，アメリカのエバース

トリーム社で ES の頭文字となっております。２０１２年の設立以降，世界各国で
メガソーラー事業を展開している会社であり，日本国内では，福島県で設置実績が

ある会社です。

資料４ページを御覧ください。当事業につきましては，三井住友信託銀行から約

１００億円の融資を受ける計画とされております。また，施工は，日揮プラントイ

ノベーションが行う予定です。次に，今回の太陽光発電事業の概要ですが画面の方

を御覧ください。発電規模は３０メガワットで，一般的な家庭の約９，０００世帯

分に相当する発電量となります。運転期間は売電開始より２０年間を予定しており，

発電した電力は，全て東北電力株式会社に売電する計画です。なお，発電事業に必

要な，経済産業省の設備認定と東北電力の連系承諾は既に得ている状況です。

次に，今回の林地開発の申請内容について御説明します。お配りした資料では，

５から８ページが事業計画書になっておりますが，計画内容につきまして図面によ

り順次説明させていただきます。配布資料の方は１０ページになります。こちらの

画面と資料の位置図を御覧ください。開発計画地は，東北自動車道と東北新幹線に

挟まれた区域となっており，東北自動車道の三本木スマートインターチェンジから，

県道５６号線を南東に約３キロメートル程南下した位置となっております。ちょう

ど市町村境に位置するため，事業区域は大崎市と大郷町にまたがっております。資

料１１ページを御覧ください。画面では事業区域がわかりにくいので，太線で示し

ます。計画地の現況ですが，標高は３５メートルから７５メートルで，緩やかな南
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斜面となっております。中央部にさらになだらかな地形があり，もともとは農業用

に使用されていたと思われますが，現在は原野や山林になっております。事業区域

内外に転々とため池が存在しているのが特徴となっております。

資料１２ページは，開発計画地の森林計画図を示した図となっております。森林

区域の面積は６３．９８５５ヘクタールであり，事業区域全体の９２．６パーセン

トを占めております。先ほど説明しました中央部の一部が対象外民有林となってお

ります。森林区域を分かりやすくするため，画面上では樹種別の区域分けを示して

おります。大部分を占める黄色が広葉樹の所で森林区域の７５パーセントを占めて

おります。赤色はアカマツで２０パーセント，緑色がスギで５パーセントという状

況になっております。樹種別の配置としましては，区域東側にアカマツが分布して

おります。当該箇所の現況をまとめますと，針葉樹が２５パーセント，広葉樹が７

５パーセント，２１から８０年生でして，その内訳はスギが４１から５０年生、ア

カマツが６１から７０年生，広葉樹は２１から８０年生となっております。面積の

割に高低差４０ｍと非常になだらかな地形で，平均斜度は１５度，地質は，新第三

紀 鮮新世に該当し，凝灰質砂岩層からシルト岩層に分類されます。

当該箇所は本審議会では現地調査を行いませんので，事業地の上空から撮った動

画などで概要を説明いたします。画面の方を御覧ください。現況の空撮写真になり

ます。黄色の線が事業区域となりますが，県道，市道，東側に新幹線等に囲まれた

山であり，ほぼ一律な広葉樹主体の山に見えますが，中央部には樹木が少ない箇所

があります。区域東側を南に向けてドローンで撮影した動画をお見せいたします。

区域中央部でございまして，こちらの方，ため池からこのようにドローンが動きま

して，空撮した状況を御説明致します。このように中央部に向かって調整池を造る

予定の箇所です。このようにアカマツが点々としておりますけれども，大部分がな

だらかな広葉樹の山となっております。区域の入り口は県道が走っております。区

域の西側をお見せします。県道と市道が見えます。動画の方は以上です。現地の状

況が少しイメージできたでしょうか。

それでは，造成計画の内容について順番に御説明します。資料１４ページを御覧

ください。こちらが，今回の開発の土地利用計画平面図になります。転用後の用途

別に色分けした図面になります。先ず，ピンク色の部分ですが，このように事業区

域の外周部には，林地開発許可制度の基準に沿って，幅おおむね３０メートル以上

の残置森林又は造成森林を配置しています。太陽光パネルが設置される区域は黄色

の部分で，面積が３４．８６１３ヘクタールとなっています。その他，茶色の線は

管理用通路，水色が場内の排水を一時的にためる防災調整池，黄緑色は造成の法面

で緑化をする範囲となっています。

資料１５ページは土地利用計画図にパネル配置を重ねたものです。太陽光パネル

の設置方法ですが，造成の傾斜方向についてはまちまちですが，パネル自体につい

ては南向きになるよう予定されています。画面の方を御覧ください。側面図のとお

り，パネルは標準で６本の柱で支えるのが１ユニットとなりますが，設置箇所によ

って狭い場合は，長さ等を調整して設置するとのことです。また，それぞれのパネ

ルは約２０度の角度で設置する予定で，根入の深さは地表部の２０センチを除くと

１．４メートルが標準とのことです。資料１６ページを御覧ください。造成計画の

内容について順番に御説明します。事業地はなだらかと言っても，複雑な地形があ

りますので，相当量の切土，盛土工事が必要となります。縦横断線でわかりにくく

なっておりますが，造成後はそれぞれの範囲で緩やかな斜面が作られることとなり

ます。造成面によっては，ほぼ北向きの斜面もございます。こういった場合でも，
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設置間隔や支柱の長さを調整することによって，太陽光発電に必要な南向きの角度

を確保することとしています。

１７ページを御覧ください。こちらの図面で黄色が切土，ピンク色が盛土の区域

となっております。現地形と最終造成地形を勘案し，切土，盛土の計画を行ってお

ります。切土量は全体で約８０万６，０００ m3，盛土量は約７９万８，０００ m3
となり，計算上は約８，７００ m3 の残土が発生しますが，盛土造成区域内で調整
しながら，全て場内バランスをとって処理する計画となっています。また，切土盛

土法面には５メートルごとに２メートルの小段を設置し，その法面については種子

吹付を行う計画となっております。もともと沢だった箇所などは，盛土設置面に浸

透水が溜まる傾向があるので，盛土箇所の沢部については暗渠管を設置することと

しており，その他 U 型側溝，縦排水溝，地下排水管を設置し,それぞれ計算上安全
な防災施設を計画しております。なお，パネル設置地表面には雑草繁茂防止，雨水

の流出抑制のため，現場発生の木質チップを敷きならす計画となっております。資

料２０ページを御覧ください。標準断面になりますが，黄色が切土，ピンク色が盛

土面となり．パネル設置する大部分の箇所である造成基盤面はその勾配をおおむね

１０パーセント以内に抑えており，緩やかな斜面が造成されることになります。

２１ページ右側の土工定規図を御覧ください。盛土勾配は２９度未満に抑えてお

り，５メートルごとに２メートルの小段を設置。法尻にフトン篭工を設置，また崩

落、すべり防止のため，盛土基盤については段切り施工を実施する計画となってお

ります。切土勾配は３４度未満に抑えており，盛土と同じく５メートルごとに２メ

ートルの小段を設置し，安定勾配を確保することとなっております。そのためこの

計画は，災害の防止の観点から，林地開発許可上の切土の基準，盛土の基準，法面

保護の基準全てにおいて，満たす計画となっております。

続きまして，「水害の防止」としまして，防災調整池等の排水施設の計画内容に

つきまして，お手元の資料の２２ページを御覧ください。防災施設一般図となって

おりまして，防災計画平面図上の主要施設を集約した図面でございます。この中で

は，場内の水路，水の流れ，防災調整池の計画を強調したものとなっております。

場内の水路につきましてはパネル設置面や外周に配置する計画であり，盛土沢部に

は暗渠管を設置する計画となっており，造成後の分水嶺による水の集まる区域ごと

に全体を大きく５分割しております。それぞれの集水区域におきまして，色分けを

した図面が２５ページにあります。この集水区域ごとに，１号調整池，２号調整池，

３号調整池，４号調整池，５号調整池の５つの調整池を計画しているところです。

こちらが「水害の防止」の許可基準になりまして，雨水等を適切に排水しなけれ

ば災害が発生する恐れがある場合には，十分な能力及び構造を有する排水施設が設

けられていることが明らかであること。また，下流の流下能力を超える水量が排水

されることにより，災害が発生する恐れがある場合には，洪水調整機能の設置，そ

の他の設置が講ぜられていること。というのが許可基準になっており，これを満た

す内容となっております。

それぞれの調整池への排水計画については２６ページから順に添付してあります

が，集水後，貯留して，一定時間に流れる量を絞るなどにより，沢に放流する計画

になっております。なお，それぞれの調整池付近の空撮写真及び現況写真を用いて

説明をしたいと思います。画面の方を御覧ください。区域の最も東側に位置する１

号調整池は，アカマツ及び広葉樹林に囲まれており，東北新幹線側の水路に放流す

る計画となっております。１号調整池付近の現況写真です。雑木が生い茂り，手入

れされた山とはなっておりません。撮影方向はこのとおりです。資料２７ページ２
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号調整池の排水流域図です。北側の一部平坦部を除き，パネル設置面はこの調整池

に向けて傾斜をつけ，調整池に集水する計画となっております。区域の南東側に位

置する２号調整池は，広葉樹林に囲まれており，既存の水路に放流する計画となっ

ております。２号調整池付近の現況写真です。沢部についてはやや整然とした雑木

があり，水が流れる低い場所は笹などが密集しております。撮影方向はこのとおり

です。資料２８ページ，３号調整池の排水流域図です。法面途中で集水された水は

縦配水管を通じ，調整池に集水する計画となっております。また，ここには表示さ

れておりませんが，大きな盛土区域であるので，暗渠管も設置し，同じく調整池に

集水されます。最も大きな調整池となりますが，既存の水路からすぐ下にあるため

池に放流する場所です。現地写真のとおり，低い場所は，水が溜まる湿地に近い状

況であり，樹木の密度も薄くなっております。撮影方向はこのとおりです。資料２

９ページ，４号調整池の排水流域図です。動物を横から見たような，すこしいびつ

な形状となっておりますが，それぞれ排水路を通じ，調整池に集水する計画となっ

ております。この調整池も同様に既存の水路からすぐ下にあるため池に放流する計

画です。４号調整池の放流口付近の現地の状況は少し急峻な沢地形となっておりま

す。ここに堤体を造り水を貯留する計画となっております。資料３０ページの５号

調整池の排水流域は，出入口も含めた箇所となっており，比較的なだらかな地形に

仕上げ集水する計画です。この写真の右上の部分に県道５６号線が通っており，そ

こから出入り口を造ります。この出入り口付近の南東側に５号調整池が設置されま

す。５号調整池付近の現況写真です。背丈ほどのササや雑木が生い茂っており，刈

り払いされた場所以外を歩くのは困難と思われます。撮影方向はこのとおりです。

以上，防災調整池は５箇所設置する計画となっており，それぞれの防災上の安全に

かかる水利計算は適正となっております。また，それぞれの調整池の放流先は，町

管理のため池を経由し，最終的に２級河川の鶴田川に流下することとなっており，

その放流同意も添付されております。なお，調節容量については，宮城県防災調整

池設置指導要綱に基づき，河川課と設計内容について協議し，平成２８年５月９日

付けで異議無い旨の回答がされております。

次に残置森林と造成する森林の計画と，その維持管理方法についてでありますが，

開発中の残置森林と造成森林の管理は開発行為者が，開発後につきましては，森林

所有者に管理を移すということにしておりますが，申請者の所有地となっておりま

すので，ほとんどの区域をそのまま管理することになります。また，造成森林とし

て計画しております植栽木の樹種につきましては広葉樹としてヤマハンノキ、コナ

ラ等を植栽する計画にしておりまして，樹高約１メートル以上の苗を１ヘクタール

当たり２，０００本の植栽として計画しているところです。一時利用の場合、利用

後の原状回復方法につきましては，固定買い取り制度の契約期間が終了する２０年

後については，発電施設は撤去し，その後植栽を行い山に戻す計画となっておりま

す。

続きまして，「水の確保」に関する計画内容について説明します。当該森林の水

源かん養に直接依存する地域の水需給の状況としましては，飲料水、漁業関係、防

火用水等に関する利用はありませんが，水依存農地としまして，事業区域の外では

ありますが，水を利用して耕作している農地がございます。こちらが，４３ヘクタ

ールほどで，資料４２ページに図面を付けております。４２ページを御覧ください。

この事業地の特徴として区域周辺にため池が多数あることからそれに依存する農地

も多数あります。区域南側から東側にかけて，水依存する農地が存在しますが，全

て地元水利組合に加入しております。また，今回の計画につきましては，一定の水
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量を確保、調整するための調整池で水を貯留しまして，下流に流す計画をしている

ことになっており，地元水利組合から同意を得ている状況です。「水の確保」に関

する許可基準ですが，飲料水や灌漑用水等の水源として依存している所を開発行為

の対象とする場合には，周囲の水利用の実態をみて必要な水量を確保するために必

要な貯水池、または用水路の設置その他が適切に講じられていることが明らかであ

ること，また，同程度の設置その他の措置が講じられている場合には貯水する水源

に係る河川管理者等の同意を得るなど，水源における水利用に支障を及ぼす恐れが

ないこととなっておりますが，この基準も満たす計画となっております。

続いて，４つの基準の最後になりますが，「環境の保全」について説明いたしま

す。当該開発目的は，太陽光発電所の建設であり，許可基準上「工場・事業用用地」

に区分されております。こちらの場合の森林率は，残置する森林と造成する森林の

面積の割合を地域森林計画対象民有林の全体面積で割り戻しまして，森林率を求め

ております。森林率につきましては，おおむね２５パーセント以上とする基準とな

っており，今回の事業区域内の森林率としましては，３７．０パーセントというこ

とで森林率の基準を満たしていることになります。

次に森林等の配置として，御覧の土地利用計画のとおり，開発区域の外周に残置

森林等を配置しております。また，２箇所に幅３０メートルの造成森林を緩衝帯と

して配置しており，それぞれを工区とすると１工区が約１１ヘクタール、２工区が

１９ヘクタール、３工区が１１ヘクタールであります。そのため，森林等の配置と

しての基準である，事業区域内の開発行為に係る森林の面積が２０ヘクタール以上

の場合は，原則として周辺部に幅おおむね３０メートル以上の残置森林又は造成森

林を配置すること，また，開発行為に係る１箇所当たりの面積はおおむね２０ヘク

タール以下とし，その間に幅おおむね３０メートル以上の残置森林又は造成森林を

配置するという基準を満たしております。

「環境の保全」に関しまして，周辺地域への影響及び住民生活への配慮等の項目

について説明いたします。車両については，計画を立て一日の出入りを制限するほ

か，交通誘導員を配置し安全に管理するなど，地域住民に配慮すること。車両運行

路等は清掃、散水を行う事。現存する樹木の伐採は最小限にとどめ，法面等の造成

部には在来種を中心に積極的に種子吹付を行い，管理体制に万全を期し，緑地環境

保全に努めること。希少動植物が確認された場合は，専門家に意見を求め，必要に

応じ残置森林等に移植や，環境に配慮した施工方法等について検討することとして

おります。以上の結果を踏まえまして，「環境の保全」としての審査基準を満たし

ていると判断しているところでございます。また，事業計画では，その他特に配慮

した事項として，鉄塔工事については，送電事業者設計になることから，今後法面

の処理方法等について協議を行い，設計方針に著しい違いが生じないよう留意する

としております。

他法令の状況につきまして説明させていただきます。当該開発区域は２０ヘクタ

ールを超えることになりますので，大規模開発行為になり，同指導要綱に基づきま

して，今後自然環境の保全協定を締結する予定となっております。また、太陽光パ

ネル発電の手続きとしまして，経済産業省の設備認定と東北電力の連系承諾を既に

得ており，事業の実施が可能となっております。また，３，０００ m2 を超える形
質変更がある場合は，土壌汚染対策法に基づく形質変更の届出が必要になりますが，

こちらは，担当部局と協議中でございます。なお，先ほど説明しました防災調整池

ですけれども，こちらにつきましては，調整池の構造や容量等について県の河川課

と協議することと定められており，既に回答済みとなっております。
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続きまして資料４３ページを御覧ください。林地開発許可の一般的事項の審査項

目として，事業の確実性などを確認する内容がございます。当該開発の資金計画は

金融機関からの借入金収入による工事費等支出と収支バランスがとれた計画となっ

ております。また４４ページには当該プロジェクトファイナンスの提供に関する意

向表明書として，上限１４５億円の信託銀行からの融資意向表明書が添付されてお

ります。

次に資料４６ページを御覧ください。工事工程表がありますが，この工程表のと

おり造成工事のために調整池など排水対策を先行する計画となっておりまして，防

災に配慮した計画となっております。また，当該事業地は，申請者が購入済みで，

全て所有権を取得しております。続きまして市町村からの意見について御説明致し

ます。資料４７ページをお開きください。当該開発について大郷町からは，同町の

開発指導要綱に基づいて手続きを行い、開発調整会議で附す条件について遵守を求

めております。それに対し，事業者は４９ページのとおり，遵守する旨回答がござ

いました。また，資料５０ページには大崎市からの意見書が添付されておりますが，

意見のとおり全て対応する旨回答がありました。資料の方は，資料１－３に現況写

真，巻末に県が作成した，現在の審査調書について添付させていただきましたので，

審議の参考として御確認ください。

それでは，まとめとして，以上の審査結果を踏まえまして，森林法第１０条の２

第２項の各号の４つの許可基準であります「災害の防止」、「水害の防止」、「水の

確保」及び「環境の保全」に関する森林の公益的機能が著しく損なわれないと認め

られることから，今回諮問したこの林地開発許可申請は，許可するのが適当である

と事務局では考えております。

以上が，今回諮問させて頂いた，林地開発許可申請についての審査内容でありま

す。私からの説明は以上となります。御審議の程，よろしくお願いいたします。

議長 ご苦労様でございました。只今，事務局から申請内容及び審査状況につきまして

（部会長） 説明がありました。この後，委員の皆様から御質問，御意見を伺いますが，質疑応

答の内容に，公開することによって事業者の正当な利益が損なわれると認められる

内容が含まれている可能性がありますので，情報公開条例第１９条の規定に基づき，

ここからは，非公開で行うこととしたいと思いますが，いかがでしょうか。

（異議なし）

それでは，ここで傍聴者の皆様は，一旦退室願います。

また，申請者の入室を認めますので，手配をお願いします。

質疑・応答（非公開）

それでは委員の皆様にお諮りします。

審議事項（１）「ES NPV ２ 合同会社が行う太陽光発電所の建設」に係る林地

開発許可申請につきましては，許可することに特に問題はない。ただし留意事項と

いたしまして，２０年後不確定な要素はございますが，現時点での申請内容として，

森林に確実に復元すること。また，森林造成後も，森林の適正な維持管理に努めて
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頂きたいということを留意事項として附すこととして，答申することで御異議ござ

いませんか。

（異議なし）

御異議がないようですので，そのように答申することに決定しました。

それでは，これで午前の議事は終了し，一旦，進行を事務局にお返しします。

司会 ありがとうございました。

それでは休憩に入りますので，委員の皆様には大変申し訳ございませんが，各自

で昼食を済ませていただき，時間までにお席の方へお戻りください。

午後は，１時に再開したいと存じます。

なお，県庁内の食堂は，２階と１８階にございます。また，県庁周辺のマップを

御用意しておりますので，よろしくお願いいたします。それでは，午前の部を終了

いたします。

（休憩）

司会 それでは森林保全部会を再開いたします。

午後は，審議事項（２）「合同会社気仙沼泉沢が行う太陽光発電所の建設」に係

る林地開発と，審議事項（３）「合同会社気仙沼漆原が行う太陽光発電所の建設」

に係る林地開発の２件を御審議いただきますが，この２件は，申請者である合同会

社の代表社員が同じ会社であり，実質的に同一事業者による申請となっております。

従いまして，事務局の説明におきましては，申請者の概要など重複する部分は，

審議事項（２）で説明し，審議事項（３）ではその部分の説明を省略させていただ

きますでの，予め御承知願います。

それでは議事に移ります。

以後の議事進行につきまして，川村部会長様，よろしくお願いいたします。

議長 それでは，午後の審議を再開します。審議事項（２）「合同会社気仙沼泉沢が行

（部会長） う太陽光発電書の建設」に係る林地開発について審議を行います。はじめに，事務

局から審議事項の説明を求めます。

事務局 自然保護課長の米谷でございます。

私から，今回の諮問の内容について御説明します。

審議事項（２）合同会社気仙沼泉沢が行う太陽光発電所の建設の資料１を御覧く

ださい。

表紙をめくっていただきまして資料２－１が諮問文書となっております。

１開発行為者は，合同会社気仙沼泉沢で，２開発行為に係る森林の所在場所は気

仙沼市本吉町泉沢１２４番２外３筆となっております。３開発行為の目的は太陽光

発電所の建設です。４開発行為の面積は，２８．５６８６ヘクタールで，開発行為

をしようとする森林面積は３７．９６６２ヘクタールとなっております。また諮問
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文書には記載されておりませんが，森林以外の区域も含め事業区域全体の面積は３

８．９５５５ヘクタールとなっております。５開発行為の期間につきましては，許

可の日から平成３１年１月３１日までとしております。以上のとおり，平成２９年

１月３１日付けで宮城県知事から宮城県森林審議会会長へ諮問されております。

申請内容及び審査結果の詳細については，担当班長から説明させます。よろしく

お願いいたします。

自然保全課みどり保全班の佐藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

資料２－２とパワーポイントを使って御説明させていただきます。

資料の２ページは申請書写しとなっております。申請者は，合同会社気仙沼泉沢

でございます。代表社員はリニューアブルジャパン株式会社で申請者住所は東京都

港区虎ノ門です。許可面積にあたります，開発行為に係る森林面積は２８．５６８

６ヘクタールであり，審議会への諮問に該当する１０ヘクタールを超える面積とな

っております。資料は，３ページを御覧ください。合同会社気仙沼泉沢は，当事業

地で太陽光発電を行う為に設立された特定目的会社となっており，平成２７年１月

１４日で資本金１０万円で設立されております。親会社は，２０１２年に東京都港

区に設立された株式会社で，国内に５０メガワットを超える設置実績がある会社で

す。資料４ページを御覧ください。当事業につきましては，日本アジア投資株式会

社等から出資を受けることとしており，造成業者等は未定となっております。

次に，今回の太陽光発電事業の概要ですが画面の方を御覧ください。発電規模は

２０メガワットで，一般的な家庭の６，０００世帯分に相当する発電量となります。

運転期間は売電開始より２０年間を予定しており，発電した電力は，全て東北電力

株式会社に売電する計画です。なお，発電事業に必要な，経済産業省の設備認定と

東北電力の連系承諾は既に得ている状況です。次に，今回の林地開発の申請内容に

ついて御説明します。お配りした資料では，５から８ページが事業計画書になって

おりますが，計画内容につきましては図面により順次説明させていただきます。配

布資料の方は９ページになります。こちらの画面と資料の位置図を御覧ください。

開発計画地は，国道３４６号線と国道３４号線に挟まれた区域となっており，本吉

町津谷中心部と田束山との中間の位置となっております。資料１０ページを御覧く

ださい。計画地の現況ですが，標高は１００メートルから１８０メートルで，緩や

かな傾斜地となっております。また，区域北側には水道施設が有り，事業区域から

は除外されています。

資料１１ページは，開発計画地の森林計画区域を示した図となっております。森

林区域の面積は３７．９６６２ヘクタールであり，事業区域全体の９７．５パーセ

ントを占めております。東側の一部が対象外民有林となっております。大部分を占

める黄色が広葉樹で森林区域の７０％を占めております。緑色がスギで２０％，赤

色はアカマツで８パーセント，青色がヒノキで２パーセントという状況になってお

ります。当該箇所の現状をまとめますと，針葉樹が３０パーセント，広葉樹が７０

パーセント，１７から５４年生でして，高低差８０メートルとなだらかな地形で，

平均斜度は１０から１６度，地質は，古生代三畳紀砂岩となっております。当該箇

所は本審議会では現地調査を行いませんので，事業地の上空から撮った写真や動画

などで概要を説明いたします。

画面の方を御覧ください。現況の空撮写真となります。区域東側のドローンから

の写真は次の鳥瞰図のとおりとなります。事業全体区域全体を網羅するような写真

となっております。手前に気仙沼市でつくった休憩スペースがございまして，駐車
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場がございます。ここから，入り口になりまして，そこから道路を作る予定となっ

ております。ここの小高いところに，気仙沼市の水道施設がございます。御覧のと

おりなだらかな地形になっておりまして，尾根沿いに広葉樹やアカマツ，沢筋には

スギという典型的な里山林となっております。続いて南側の写真につきましては，

手前側には３０から４０年生のスギがございまして，成長も良く手入れのされた山

となっております。御覧のとおりスギの部分が急になっておりますけれど，そこを

登ってしまえば北側は非常になだらかな地形が広がっております。北側からの写真

を御覧ください。さきほど申した水道施設があり，既存の道路を補修する予定とな

っております。北側から見ると，広い広葉樹林が広がっている様子が分かります。

次に東側からの動画を御覧いただきたいと思います。こちらが，既存の道路と水道

施設となっております。

現地の状況が少しイメージできたでしょうか。それでは，造成計画の内容につい

て順番に御説明します。資料１３ページを御覧ください。こちらが，今回の開発の

土地利用計画平面図になります。転用後の用途別に色分けした図面になります。先

ず，濃い緑の部分ですが，このように事業区域の外周部には，林地開発許可制度の

基準に沿って，幅おおむね３０メートル以上の残置森林を配置しております。この

部分は，伐採や土工事を行わずに，現況のまま保全する区域となります。また，開

発行為に係る１箇所当たりの面積がおおむね２０ヘクタール以下となるように，区

域全体を２ブロックに分け，その間に幅おおむね３０メートル以上の残置森林又は

造成森林を配置しています。区域で目立つ西側の水色は，水を浅く湛水して貯留す

るオンサイト型の防災調整池，東側の青色は通常の防災調整池となっております。

太陽光パネルが設置される区域は，いわゆる肌色，現代ではうす橙色というそうで

すが，その部分と及びオンサイト調整池の水色の部分です。そのほか，茶色の線は

道路，黄緑色は造成の法面で緑化する範囲となっております。参考に画面のパネル

配置図を御覧ください。先ほども申し上げたとおり，オンサイト調整池にも配置す

る計画となっております。また，太陽光発電施設の規模は，２０メガワットとなっ

ております。

パネル設置側面図について画面を御覧ください。事業地は１０度以下の斜面や平

坦地に造成され根入れは比較的浅くなっております。また，設置角度は１０度を標

準としております。資料１４ページを御覧ください。造成計画の内容について順番

に御説明いたします。事業地はなだらかと言っても，複雑な地形がありますので，

相当量の切土，盛土工事が必要となります。造成後は平坦地や緩やかな斜面が作ら

れることとなります。造成面によっては，南向きとならない斜面もございます。こ

ういう場合でも，設置間隔や支柱の長さを調整することによって，太陽光発電に必

要な南向きの角度を確保することとしております。こちらの図面で青色が切土，ピ

ンク色が盛土の区域となっております。現地形と最終造成地形を勘案した，切土，

盛土の区域となっております。現地形と最終造成地形を勘案した，切土，盛土の計

画を行っております。切土量は全体で１０７万 m3，盛土量は約１０６万 m3 とな
り，計算上は，約８，２００ m3 の残土が発生しますが，盛土造成区域内で調整し
ながら，全て場内バランスをとって処理する計画となっております。また，切土盛

土法面には，５メートルごとに２メートルの小段を設置し，その法面については種

子吹付を行う計画となっております。もともと，沢だった箇所などは，盛土設置面

に浸透水が溜まる傾向があるので，盛土箇所の沢部については暗渠管を設置するこ

ととしており，そのほか、U型側溝，縦排水溝，地下配水管を設置し，それぞれ計
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算上安全な防災施設を計画しております。なお，パネル設置斜面部は在来種により

早期緑化をする計画となっております。

資料１５ページを御覧ください。縦断図になりますが，青色が切土．ピンク色が

盛土となり，パネルを設置する大部分の箇所である造成基盤面はその勾配をおおむ

ね１０度以内に抑えており，緩やかな斜面が造成されることになります。１６ペー

ジの土工定規図を御覧ください。切土勾配は３４度未満に抑えており，５メートル

ごとに２メートルの小段を設置し，安定勾配を確保することとなっております。盛

土勾配は３０度未満に抑えており，５メートルごとに２メートルの小段を設置し，

安定勾配を確保することとなっております。そのためこの計画は，災害の防止の観

点から，林地開発許可上の切土の基準，盛土の基準，法面保護の基準全てにおいて，

満たす計画となっております。

続きまして，「水害の防止」としまして，防災調整池等の排水施設の計画内容に

つきまして，お手元の資料の１７ページを御覧ください。場内の水路につきまして

はパネル設置面や外周に配置する計画であり，盛土沢部には暗渠管を設置する計画

となっており，造成後の分水嶺による水の集まる区域ごとに全体を大きく６分割し

ております。この集水区域ごとに，１号調整池，２号調整池，３号調整池，４号調

整池，５号調整池，６号調整池の６つの調整池を計画しているところです。こちら

が「水害の防止」の許可基準になりまして，「水害の防止」に関する許可基準を満

たす内容となっております。

それぞれの調整池への排水計画については大きな図面は確認できますので画面の

方を御覧ください。１号調整池は殆ど平らなところに作る予定となっております。

１号調整池の全体平面図については，資料２０ページを御覧ください。オンサイト

型調整池となっております。A断面図を拡大しますと，貯留高が２８センチとなり，
広く薄く貯留するようになっております。そこに支柱を設置しパネルをのせるよう

になります。１号調整池の北側から見た写真はこのようになります。若い雑木林に

なっております。次に２号調整池につきましては，２１ページとなります。貯留高

が２０センチとなっております。写真の方はこちらで，同じく雑木林になっており

ます。３号調整池については，法尻のあたりで集水し調整池に排水する計画となっ

ております。貯留高は４１センチとなっております。区域の一番南側にある４号調

整池については，１号調整池とは高さが異なるので，傾斜をつけ，最下流部に配水

管を設置し調整池へ流す計画となっております。貯留高は１．７５メートルとなっ

ております。最下流にあり，スギ林となっており，間伐もなされ，手入れが行き届

いております。５号調整池は最下流の方で，比較的急な箇所にあるので，１０度の

傾斜をつけ，配水管を設置し，集水したのちに調整池へ流す予定としております。

貯留高は３メートルとなっております。下流部にありますので，スギ林となってお

ります。６号調整池につきましては，こちらも傾斜をつけておりますので，縦排水

路を入れて水を集水し調整池に入れる予定となっております。貯留高は３メートル

となっております。こちらは，放置された山となっております。１号、２号、３号

調整池について鳥瞰図を用いて御説明いたします。広葉樹主体のなだらかな山です

とか，スギ林がございます。４号、５号、６号調整池についてはこのとおりです。

スギ林が沢沿いにございます。スギの樹高もかなり高くなっております。以上，防

災調整池は６箇所設置する計画となっており，それぞれの防災上の安全にかかる水

利計算は適正となっております。また，それぞれの調整池の放流先は，町管理の既

設水路を経由し，最終的に二級河川の津谷側に流下することとなっており，放流同

意も添付されております。なお，調節容量については，宮城県防災調整池設置指導
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要綱に基づき，河川課と設計内容について協議し，平成２８年９月６日付けで異議

無い旨の回答がされております。

次に残置森林と造成する森林の計画と，その維持管理方法についてでありますが，

開発中の残置森林と造成森林の管理は施工者が，開発後につきましては，申請者が

維持管理することとなります。また，造成森林として計画しております植栽木の樹

種につきましては広葉樹としてコナラ、クヌギ等を植栽する計画にしておりまして，

樹高約１メートル以上の苗を１ヘクタール当たり２，０００本の植栽として計画し

ているところです。

続きまして，「水の確保」に関する計画内容について説明します。当該森林の水

源かん養に直接依存する地域の水需給の状況としましては，飲料水，漁業関係，防

火用水等に関する利用はありませんが，水依存農地としまして，事業区域の外では

ありますが，水を利用して耕作している農地がございます。こちらが，３．２ヘク

タールほどで，資料２９ページに図面を付けております。２９ページを御覧くださ

い。区域東側に，水依存する農地が存在しますが，今回の計画で，一定の水量を確

保・調節するための調整池で水を貯留しまして，下流に流す計画になっており，８

戸に関わる地元水利組合から同意を得ている状況です。「水の確保」に関する許可

基準ですが，同意を得るなど，水源における水利用に支障を及ぼす恐れがないこと

となっており，この基準も満たす計画となっております。

続いて，４つの基準の最後になりますが，「環境の保全」について説明いたしま

す。当該開発目的は，太陽光発電所の建設であり，許可基準上「工場・事業用用地」

に区分されております。こちらの場合の森林率は，残置する森林と造成する森林の

面積の割合を地域森林計画対象民有林の全体面積で割り戻しまして，森林率を求め

ております。森林率につきましては，おおむね２５パーセント以上とする基準とな

っており，今回の事業区域内の森林率としましては，２８．７パーセントというこ

とで森林率の基準を満たしていることになります。

次に森林等の配置として，御覧の土地利用計画のとおり，開発区域の外周に残置

森林等を配置しております。また，中央部に幅３０メートルの造成森林を緩衝帯と

して配置しており，それぞれを工区とすると，１工区が約１２ヘクタール，２工区

が１６ヘクタールであります。そのため，森林等の配置としての基準である，事業

区域内の開発行為に係る森林の面積が２０ヘクタール以上の場合は，原則として周

辺部に幅おおむね３０メートル以上の残置森林又は造成森林を配置すること，また，

開発行為に係る１箇所当たりの面積はおおむね２０ヘクタール以下とし，その間に

幅おおむね３０メートル以上の残置森林又は造成森林を配置するという基準を満た

しております。

「環境の保全」に関しまして，周辺地域への影響及び住民生活への配慮等の項目

について説明いたします。希少動植物の保護については，文献調査により得られた

情報を基に開発関係者に教育訓練する。希少植物が確認された場合は，専門家に意

見を求め，関係機関との協議を行った上、対策を講じる。運搬車輌の出入りは周知

ルートを遵守するとともに，誘導員を配置する。作業時間は８時から１７時を厳守

する。以上の結果を踏まえまして，「環境の保全」としての審査基準を満たしてい

ると判断しているところでございます。また，事業計画では，その他特に配慮した

事項として，開発計画の周知・意見調整により地域住民の生活影響に配慮する，固

定価格買取制度の契約期間が終了する２０年後は，発電設備を撤去し，造成工事後

の状態で気仙沼市に返還する，ただし，２０年後に発電事業の採算がとれる場合は，

気仙沼市と協議し発電事業を継続する予定としております。
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他法令の状況につきまして説明させていただきます。当該開発区域は２０ヘクタ

ールを超えることになりますので，大規模開発行為になり，同指導要綱に基づきま

して，今後自然環境の保全協定を締結する予定となっております。また、太陽光パ

ネル発電の手続きとしまして，経済産業省の設備認定と東北電力の連系承諾を既に

得ており，事業の実施が可能となっております。また，３，０００ m2 を超える形
質変更がある場合は，土壌汚染対策法に基づく形質変更の届出が必要になりますが，

こちらは，担当部局と協議中でございます。なお，先ほど説明しました防災調整池

ですけれども，こちらにつきましては，調整池のその構造や容量等について県の河

川課と協議することと定められており，既に回答済みとなっております。

続きまして資料３０ページを御覧ください。林地開発許可の一般的事項の審査項

目として，事業の確実性などを確認する内容がございます。当該開発の資金計画は

金融機関からの借入金収入による収入と工事費支出の収支バランスがとれた計画と

なっております。また３１ページには関心表明書や融資意向表明書が添付されてお

ります。

次に資料３４ページを御覧ください。工事工程表がありますが，この工程表のと

おり造成工事のために調整池など排水対策を先行する計画となっておりまして，防

災に配慮した計画となっております。また，当該事業地は，土地所有者である気仙

沼市と２０年間の賃貸借契約を締結しております。しかしながら，その気仙沼市が

近年当該森林で間伐作業に伴う補助金を受給していたため，現在補助金返還の手続

き中であります。この手続きは今年度内に処理がされる見込みでございます。続き

まして市町村からの意見についてですが，資料３５ページのとおり，気仙沼市から

の意見はございませんでした。資料の方は，資料１－３に現況写真，巻末に県が作

成した，現在の審査調書について添付させていただきましたので，審議の参考とし

て御確認ください。

それでは，まとめとして，以上の審査結果を踏まえまして，森林法第１０条の２

第２項の各号の４つの許可基準であります「災害の防止」，「水害の防止」，「水の

確保」及び「環境の保全」に関する森林の公益的機能が著しく損なわれないと認め

られることから，今回諮問したこの林地開発許可申請は，許可するのが適当である

と事務局では考えております。

以上が，今回諮問させて頂いた，林地開発許可申請についての審査内容でありま

す。私からの説明は以上となります。御審議の程，よろしくお願いいたします。

議長 ご苦労様でございました。只今，事務局から申請内容及び審査状況につきまして

（部会長） 説明がありました。この後，委員の皆様から御質問，御意見を伺いますが，質疑応

答の内容に，公開することによって事業者の正当な利益が損なわれると認められる

内容が含まれている可能性がありますので，情報公開条例第１９条の規定に基づき，

ここからは，非公開で行うこととしたいと思いますが，いかがでしょうか。

（異議なし）

それでは，ここで傍聴者の皆様は，一旦退室願います。

また，申請者の入室を認めますので，手配をお願いします。
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質疑・応答（非公開）

それでは委員の皆様にお諮りします。

審議事項（２）「合同会社気仙沼泉沢が行う太陽光発電所の建設」に係る林地開

発許可申請につきましては，許可することに特に問題はないとして，答申すること

で御異議ございませんか。

（異議なし）

御異議がないようですので，そのように答申することに決定しました。

ここで１０分休憩をとりまして，２時２４分からといたしますので，よろしくお

願い致します。

（休憩）

それでは，審議を再開します。審議事項（３）「合同会社気仙沼漆原が行う太陽

光発電書の建設」に係る林地開発について審議を行います。はじめに，事務局から

審議事項の説明を求めます。

事務局 私から，今回の諮問の内容について御説明します。

審議事項（３）合同会社気仙沼漆原が行う太陽光発電所の建設の資料３を御覧く

ださい。

表紙をめくっていただきまして資料３－１が諮問文書となっております。合同会

社気仙沼漆原が行う太陽光発電所の建設となっております。

１開発行為者は合同会社気仙沼漆原で，２開発行為に係る森林の所在場所は気仙

沼市本吉町漆原２４番４外２筆となっております。３開発行為の目的は太陽光発電

所の建設です。４開発行為の面積は，４６．１２２７ヘクタールで，開発行為をし

ようとする森林面積は６１．０５８４ヘクタールとなっております。また諮問文書

には記載されておりませんが，森林以外の区域も含め事業区域全体の面積は６２．

０６８０ヘクタールとなっております。５開発行為の期間につきましては，許可の

日から平成３１年４月３０日としております。以上のとおり，平成２９年１月３１

日付けで宮城県知事から宮城県森林審議会会長へ諮問されております。

申請内容及び審査結果の詳細については，担当班長から説明させます。よろしく

お願いいたします。

自然保全課みどり保全班の佐藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

資料３－２とパワーポイントを使って御説明させていただきます。

資料の２ページは申請書写しとなっております。申請者は，合同会社気仙沼漆原

でございます。代表社員はリニューアブルジャパン株式会社で申請者住所は東京都

港区虎ノ門です。許可面積にあたります，開発行為に係る森林面積は４６．１２２

７ヘクタールで審議会への諮問に該当する１０ヘクタールを超える面積となってお

ります。申請者の概要について，資料は，３ページとなりますが，先ほど説明した
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合同会社気仙沼泉沢とは別会社となります。ただし関連会社となり，業務内容等も

一致しますので同様の内容となりますので説明は省略させていただきます。資料４

ページも同様に説明を割愛させていただきます。

次に，今回の太陽光発電事業の概要ですが画面の方を御覧ください。発電規模は

２４．４メガワットで，一般的な家庭の７，３００世帯分に相当する発電量となり

ます。運転期間は売電開始より２０年間を予定しており，発電した電力は，全て東

北電力株式会社に売電する計画です。なお，発電事業に必要な，経済産業省の設備

認定と東北電力の連系承諾は既に得ている状況です。

次に，今回の林地開発の申請内容について御説明します。お配りした資料では，

５から８ページが事業計画書になっておりますが，計画内容につきましては図面に

より順次説明させていただきます。配布資料の方は９ページになります。こちらの

画面と資料の位置図を御覧ください。開発計画地は，国道３４６号線の北側に位置

し，モーランド本吉の南側となっており，先ほど説明した泉沢の申請地の３ｋｍほ

ど西側の位置となっております。資料１０ページを御覧ください。計画地の現況で

すが，標高は１００メートルから１９２メートルで，緩やかな傾斜地となっており

ます。

資料１１ページは，開発計画地の森林計画区域を示した図となっております。森

林区域の面積は６１．０５８４ヘクタールであり，事業区域全体の９８．４パーセ

ントを占めており，緑色がスギで３０パーセント，赤色がアカマツで１５パーセン

ト，茶色がクヌギで３５パーセント，黄色が広葉樹で２０パーセントという状況に

なっております。

当該箇所の現状をまとめますと，針葉樹が４５パーセント，広葉樹が５５パーセ

ント，２８～５７年生でして，高低差９２メートルと，なだらかな地形で，平均斜

度は５から１２度，地質は，三畳紀海成堆積岩となっております。当該箇所は本審

議会では現地調査を行いませんので，事業地の上空から撮った写真や動画などで概

要を説明いたします。画面の方を御覧ください。現況の空撮写真となります。区域

はこのとおりで，北側からとったドローンの写真です。広葉樹の中にアカマツが点

在しております。区域の西側に牧場がございます。ここは区域から除かれておりま

す。広葉樹の中にスギが点在しております。事業区域の東から見た写真です。沢部

分にかけてスギが配置されております。５０年生程度のスギが多くあります。この

辺りに６号調整池があり，このスギの辺りに５号調整池及び４号調整池がございま

す。区域の一番南端になります。この辺りがオンサイト調整池になります。生育の

良いスギがあります。

それでは，造成計画の内容について順番に御説明します。資料１３ページを御覧

ください。こちらが，今回の開発の土地利用計画平面図になります。転用後の用途

別に色分けした図面になります。先ず，濃い緑の部分ですが，このように事業区域

の外周部には，林地開発許可制度の基準に沿って，幅おおむね３０メートル以上の

残置森林を配置しております。この部分は，伐採や土工事を行わずに，現況のまま

保全する区域となります。また，開発行為に係る１箇所当たりの面積がおおむね２

０ヘクタール以下となるように，区域全体を２ブロックに分け，その間に幅おおむ

ね３０ｍ以上の残置森林又は造成森林を配置しています。区域で目立つ西側の水色

は，水を浅く湛水して貯留するオンサイト型の防災調整池が９箇所，その他通常の

防災調整池が１箇所となっております。太陽光パネルが設置される区域は，うす橙

色の部分，及びオンサイト調整池の水色の部分です。そのほか，茶色の線は道路，

黄緑色は造成の法面で緑化する範囲となっております。参考に画面のパネル配置図
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を御覧ください。先ほども申し上げたとおり，オンサイト調整池にもパネルを配置

する計画となっております。また，太陽光発電施設の規模は，２４．４メガワット

となっております。パネル設置側面図については先ほどの泉沢と同じなので説明を

割愛させていただきます。

資料１４ページを御覧ください。造成計画の内容について順番に御説明いたしま

す。事業地はなだらかと言っても，複雑な地形がありますので，相当量の切土，盛

土工事が必要となります。造成後は平坦地や緩やかな斜面が作られることとなりま

す。こちらの図面で青色が切土，ピンク色が盛土の区域となっております。現地形

と最終造成地形を勘案した，切土，盛土の計画となっております。切土量は全体で

１４１万 m3，盛土量は約１４０万 m3 となり，計算上は，約９，７８０ m3 の残
土が発生しますが，盛土造成区域内で調整しながら，全て場内バランスをとって処

理する計画となっております。また，切土盛土法面には，５メートルごとに２メー

トルの小段を設置し，その法面については種子吹付を行う計画となっております。

もともと，沢だった箇所などは，盛土設置面に浸透水が溜まる傾向があるので，盛

土箇所の沢部については暗渠管を設置することとしており，そのほか、U型側溝，
縦排水溝，地下配水管を設置し，それぞれ計算上安全な防災施設を計画しておりま

す。なお，パネル設置斜面部は在来種による早期緑化をする計画となっております。

資料１５ページを御覧ください。縦断図になりますが，青色が切土．ピンク色が盛

土となり，パネルを設置する大部分の箇所である造成基盤面はその勾配をおおむね

１０度以内に抑えており，緩やかな斜面が造成されることになります。

１６ページの土工定規図を御覧ください。切土勾配は３４度未満に抑えており，

５メートルごとに２メートルの小段を設置し，安定勾配を確保することとなってお

ります。盛土勾配は３０度未満に抑えており，５メートルごとに２メートルの小段

を設置し，安定勾配を確保することとなっております。そのためこの計画は，災害

の防止の観点から，林地開発許可上の切土の基準，盛土の基準，法面保護の基準全

てにおいて，満たす計画となっております。

続きまして，「水害の防止」としまして，防災調整池等の排水施設の計画内容に

つきまして，お手元の資料の１７ページを御覧ください。場内の水路につきまして

はパネル設置面や外周に配置する計画であり，盛土沢部には暗渠管を設置する計画

となっており，造成後の分水嶺による水の集まる区域ごとに全体を大きく１０分割

しております。この集水区域ごとに，１号調整池から１０号調整池まで１０個の調

整池を計画しているところです。こちらが「水害の防止の許可基準になりまして，

「水害の防止」に関する許可基準を満たす内容となっております。

それぞれの調整池への排水計画については大きな図面では確認できますので画面

の方を御覧ください。こちらも，オンサイト方式を用い，平らな部分において集水

する計画になっております。１号調整池については資料２２ページを御覧ください。

こちらのとおり，平らなオンサイト調整池となり，貯留高は２３センチとなってお

ります。下流部にありますので，４０年生程度の間伐がなされたスギ林となってお

ります。２号調整池については資料２３ページになりまして，こちらの方が貯留高

が２１センチとなっております。写真の方は同じく下流となり，スギに加え雑木が

入り込んでおります。全体の中では急峻な地域となります。３号調整池については

２４ページとなりまして，こちらの方は貯留高は１９センチとなります。このよう

に，若干アカマツや雑木が入り込んでおります。４号調整池については，２５ペー

ジとなっておりまして，貯留高が２４センチとなっております。かなり太いアカマ

ツ林となっております。５号調整池につきましては，南向きになだらかな傾斜をつ
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けて，排水路を設置しこの調整池に誘導するような形となっております。６号調整

池については，小さいものとなりますが，オンサイト型となっておりません。５号

調整池が２６ページになります。貯留高については３９センチとして計画しており

ます。スギ林でして，生育は良好でございます。６号調整池の方は貯留高３．２９

メートルとなっております。続きまして７号８号調整池について説明いたします。

こちらもオンサイト調整池になります。７号調整池については，排水路を通じて調

整池に誘導されるようになっております。８号調整池については，ほぼ区域全体と

なっております。７号調整池については，２８ページでございます。貯留高は２９

センチとなっております。全体がなだらかなところで，若い雑木やササが入ってお

ります。８号調整池については貯留高１６センチの調整池となっております。盛土

のところに暗渠管が入っております。残り２つになっております。９号調整池の平

面図は３０ページになっております。貯留高が４９センチとなっております。１０

号調整池についても，貯留高４５センチとなっております。このあたりは荒れた状

態になっており，アカマツ等がございます。以上防災調整池については１０箇所設

置する予定になっておりまして，それぞれの防災上の安全にかかる水利計算は適正

となっております。また、それぞれの調整池の放流先は，町管理の既設水路を経由

し，最終的に二級河川の馬籠川に流下することとなっており，放流同意も添付され

ております。なお，調節容量については，宮城県防災調整池設置指導要綱に基づき，

河川課と設計内容について協議し，平成２８年９月１２日付けで異議無い旨の回答

がされております。

次に残置森林と造成する森林の計画と，その維持管理方法についてでありますが，

開発中の残置森林と造成森林の管理は施工者が，開発後につきましては，申請者が

維持管理することとなります。また，造成森林として計画しております植栽木の樹

種につきましては広葉樹としてコナラ，クヌギ等を植栽する計画にしておりまして，

樹高約１メートル以上の苗を１ヘクタール当たり２，０００本の植栽として計画し

ているところです。

続きまして，「水の確保」に関する計画内容について説明します。当該森林の水

源かん養に直接依存する地域の水需給の状況としましては，飲料水、漁業関係、防

火用水等に関する利用はありませんが，下流側で洗い水として使用している住宅数

が９戸，水依存農地としまして，事業区域の外ではありますが，水を利用して耕作

している農地がございます。こちらが，０．４ヘクタールほどで，資料３５ページ

に図面を付けております。３５ページを御覧ください。区域北側に，水依存する農

地，区域東側に沢水利用住居が９戸存在しますが，今回の計画で，一定の水量を確

保・調節するための調整池で水を貯留しまして，下流に流す計画をしていることに

なっており，住民代表者及び農地所有者から同意を得ている状況です。「水の確保」

に関する許可基準ですが，同意を得るなど，水源における水利用に支障を及ぼす恐

れがないこととなっておりますが，この基準も満たす計画となっております。

続いて，４つの基準の最後になりますが，「環境の保全」について説明いたしま

す。当該開発目的は，太陽光発電所の建設であり，許可基準上「工場・事業用用地」

に区分されております。こちらの場合の森林率は，残置する森林と造成する森林の

面積の割合を地域森林計画対象民有林の全体面積から割り戻し，森林率を求めてお

ります。森林率につきましては，おおむね２５パーセント以上とする基準となって

おり，今回の事業区域内の森林率としましては，２９．５パーセントということで

森林率の基準を満たしていることになります。

次に森林等の配置として，御覧の土地利用計画のとおり，開発区域の外周に残置
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森林等を配置しております。また，中央部に幅３０メートルの造成森林を緩衝帯と

して配置しており，それぞれを工区とすると，A 工区が約１８ヘクタール，B 工区
が１２ヘクタール，C 工区が１３ヘクタールであります。そのため，森林等の配置
としての基準である，事業区域内の開発行為に係る森林の面積が２０ヘクタール以

上の場合は，原則として周辺部に幅おおむね３０ｍ以上の残置森林又は造成森林を

配置すること，また，開発行為に係る１箇所当たりの面積はおおむね２０ヘクター

ル以下とし，その間に幅おおむね３０メートル以上の残置森林又は造成森林を配置

するという基準を満たしております。

「環境の保全」に関しまして，周辺地域への影響及び住民生活への配慮等の項目

について説明いたします。希少動植物の保護については，文献調査により得られた

情報を基に開発関係者に教育訓練する。希少植物が確認された場合は，専門家に意

見を求め，関係機関との協議を行った上，対策を講じる。運搬車輌の出入りは周知

ルートを遵守するとともに，誘導員を配置する。作業時間は８時から１７時を厳守

する。以上の結果を踏まえまして，「環境の保全」としての審査基準を満たしてい

ると判断しているところでございます。

また，事業計画では，その他特に配慮した事項として，開発計画の周知・意見調

整により地域住民の生活影響に配慮する。固定価格買取制度の契約期間が終了する

２０年後は，発電設備を撤去し，造成工事後の状態で気仙沼市に返還する，ただし，

２０年後に発電事業の採算がとれる場合は，気仙沼市と協議し発電事業を継続する

予定としております。

他法令の状況につきまして説明させていただきます。当該開発区域は２０ヘクタ

ールを超えることになりますので，大規模開発行為になり，同指導要綱に基づきま

して，今後自然環境の保全協定を締結する予定となっております。また、太陽光パ

ネル発電の手続きとしまして，経済産業省の設備認定と東北電力の連系承諾を既に

得ており，事業の実施が可能となっております。土壌汚染対策法に基づく届出につ

いては，担当部局と協議中でございます。なお，先ほど説明しました防災調整池で

すけれども，こちらにつきましては，調整池のその構造や容量等について県の河川

課と協議することと定められており，既に回答済みとなっております。

続きまして資料３６ページを御覧ください。林地開発許可の一般的事項の審査項

目として，事業の確実性などを確認する内容がございます。当該開発の資金計画は

金融機関からの借入金収入と工事費等支出の収支バランスがとれた計画となってお

ります。また３７ページには関心表明書や融資意向表明書が添付されております。

次に資料４０ページを御覧ください。工事工程表がありますが，この工程表のとお

り造成工事のために調整池など排水対策を先行する計画となっておりまして，防災

に配慮した計画となっております。また，当該事業地は，土地所有者である気仙沼

市と２０年間の賃貸借契約を締結しております。しかしながら，その気仙沼市が近

年当該森林で間伐作業に伴う補助金を受給していたため，現在補助金返還の手続き

中であります。この手続きは今年度内に処理がされる見込みでございます。

続きまして市町村からの意見についてですが，資料４１ページのとおり，気仙沼

市からの意見はございませんでした。資料の方は，資料１－３に現況写真，巻末に

県が作成した，現在の審査調書について添付させていただきましたので，審議の参

考として御確認ください。

それでは，まとめとして，以上の審査結果を踏まえまして，森林法第１０条の２

第２項の各号の４つの許可基準であります「災害の防止」、「水害の防止」、「水の
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確保」及び「環境の保全」に関する森林の公益的機能が著しく損なわれないと認め

られることから，今回諮問したこの林地開発許可申請は，許可するのが適当である

と事務局では考えております。

以上が，今回諮問させて頂いた，林地開発許可申請についての審査内容でありま

す。私からの説明は以上となります。御審議の程，よろしくお願いいたします。

議長 ご苦労様でございました。只今，事務局から申請内容及び審査状況につきまして

（部会長） 説明がありました。この後，委員の皆様から御質問，御意見を伺いますが，質疑応

答の内容に，公開することによって事業者の正当な利益が損なわれると認められる

内容が含まれている可能性がありますので，情報公開条例第１９条の規定に基づき，

ここからは，非公開で行うこととしたいと思いますが，いかがでしょうか。

（異議なし）

質疑・応答（非公開）

それでは委員の皆様にお諮りします。

審議事項（３）「合同会社気仙沼漆原が行う太陽光発電所の建設」に係る林地開

発許可申請につきましては，許可することに特に問題はないとして，答申すること

で御異議ございませんか。

(異議なし）

以上で，本日予定されている審議事項３件審議は全て終了いたしました。円滑な

議事の進行に御協力いただき，ありがとうございました。
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